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２～３市が補助や委託をして運行しているバス・タクシーの現状について……2008

5
May

　４月10日（木）、市内の８つの小学校で入学式が行われ、480人（男子246人、女子234人）の新１年生が誕生しまし
た。三日月小学校で行われた式典では、新入生の入場を在校生や保護者の皆さん、先生たちが大きな拍手で出迎えまし
た。新入生は、校長先生や来賓の方々のお話を緊張した表情で聞いていました。最後に、みんなで校歌を斉唱し、小学
校での生活をスタートさせました。また、同11日（金）には、４つの中学校でも入学式が行われ、524人（男子278人、
女子246人）の新１年生が誕生しました。
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市が補助や委託をして運行しているバス・タクシーの現状について
　市では、市民の皆様の移動手段の確保と外出を支援するため、民間廃止路線代替バスへの補助や市内を巡回
するバス、乗合タクシーの運行を行っています。
　これらのバスや乗合タクシーは、車を運転されない市民の方にとっては、最も身近な公共交通の手段であり、
日常生活を送るうえで欠くことのできない交通手段です。
　しかしながら、一部の路線においては、利用者の減少や市の財政負担の増加などといった、いくつかの課題
や問題があります。
　今月号の市報では、こうしたバス・タクシーの状況、課題、今後における市の対応についてお知らせします。
【問合せ】企画課　企画振興係　野口・村岡　（牛津庁舎）　☎６３－８８０３

Ⅰ．市が補助や委託をして運行しているバス・タクシーの状況
＜１．廃止路線代替バス＞
　従来のバス事業者が運行するバス路線が廃止された後、その代替として市が乗合バス事業者に運行依頼を行
い、路線バスを運行しています。運行に要した経費から運賃収入を差引いた赤字分を県と市が補助金として負
担しています。
　なお、平成１９年度の市補助金額及び利用者等については、下表のとおりとなっています。

＜２　市内巡回バス・タクシー＞
　小城地区、三日月地区及び牛津地区においては、それぞれの保健福祉センターを発着地とした無料の巡回バ
スを運行しています。芦刈地区では、地域の特性を生かし、利用者を時間ごとに集約し、必要に応じて運行を行
う、デマンド（事前予約）方式による有料の乗合タクシーを運行しています。
　また、昨年度から、これらのバス等の発着地と市内の主要な公共施設を結ぶ「小城市広域循環バス」の試行
運行を開始しており、市内の移動が便利になりました。
　なお、平成１９年度の委託金額及び利用者等については、下表のとおりとなっています。

料　金
１人当たりに
要した経費
（円）

Ｈ１９利用人数
（人）

Ｈ１９補助金額
（円）

運行区間
（起点～終点）運行事業者名　　称

１６０円～３４０円
キロ区間制運賃３１９７，１３９２，２８４，０００小城バスセンター 

～牛津駅昭和自動車株式会社小城・牛津線

１００円～２００円３１２５，３７８７９８，０００福富ゆうあい館 
～牛津駅有限会社橋間自動車福富線

９４３２，５１７３，０８２，０００合　計 

料　金
１人当たりに
要した経費
（円）

Ｈ１９利用人数
（人）

Ｈ１９委託金額
（円）運行区間委託運行事業者名　　称

無料３２８１５，００９４，９３３，０００小城町内小城市社会福祉協議会小城町福祉巡回バス

無料６６１４，７６４３，１５０，０００三日月町内株式会社牛津三日月町福祉巡回バス

無料１７５１１，０９９１，９４２，５００牛津町内有限会社橋間自動車牛津町福祉巡回バス

２００円２，５１８８９５２，２５４，０００芦刈町内有限会社橋間自動車芦刈町コミュニティタ
クシー

無料７６２３，７８６２，８８７，５００
小城市内
（各庁舎、各保健福祉
センター等）

株式会社牛津小城市広域循環バス

４２６３５，５５３１５，１６７，０００合　計 
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Ⅱ．課　題
　平成１９年度では、廃止路線代替バスや市内巡回バス・タクシーを運行するために、市は１８，２４９，０００円の財政
負担を行い、６８，０７０人の方が利用されました。（１人当たりに要した費用は２６８円となっています。）
　費用対効果を考えると、市民の皆様の中には、これらのバス・タクシーの運行に疑問を感じられる方もい
らっしゃると思いますが、廃止してしまうと、利用されている方の移動手段に影響が生じてしまうことになり
ます。
　そこで、市は今後のバス・タクシーの運行の是非と、市民の皆様のニーズを把握するため、民生委員の方と
連携して、市民の方を対象としたアンケート調査を行った結果、バス・タクシーの運行は今後も必要といった
意見が多数を占めました。運行内容については、ルートやダイヤ、バス同士の接続などについて、いろいろな
要望をお持ちだということが分かりました。
　しかしながら、市の限られた財源の中では、公共交通の整備・充実を図っていくのには限界があります。

Ⅲ．今後における市の対応
　公共交通活性化総合プログラムにおいて検討した結果を参考として、市では今年度中に、これらのバス・タ
クシーの運行事業についての全般的な見直し作業を進めていきます。
　具体的には‥
　・廃止路線代替バスや市内巡回バス等の接続の強化と運行ルートの改善を検討します。
　・買い物や病院に行きやすくなるよう、スーパーや病院の近くへのバス停の設置を検討します。
　・財政負担の緩和と受益者負担公平の原則の観点から、有料化を視野に入れた検討を行っていきます。
　市民の皆様に利用しやすく親しまれるバス・タクシーを運行するため、ご理解とご協力をお願いいたします。

革
そこで‥
市では「財政負担の少ない、小城市にふさわしい交通
体系のあり方」について、九州運輸局の支援を受けな
がら、市民・事業者・関係機関の皆様と検討を行いま
した。（公共交通活性化総合プログラム）

◆小城市広域循環バス時刻表（月～金運行） ※土・日・祝祭日・年末年始は運休します。
第１便

９：15アイル
９：22牛津駅前
９：29ひまわり
９：30芦刈庁舎
９：37牛津庁舎
９：45ドゥイング三日月
９：51ゆめりあ
９：59小城庁舎
10：01市民病院
10：08桜楽館
10：18アイル

第２便
11：15アイル
11：28桜楽館
11：32市民病院
11：34小城庁舎
11：45ゆめりあ
11：48ドゥイング三日月
11：56牛津庁舎
12：03芦刈庁舎
12：04ひまわり
12：14牛津駅前
12：18アイル

第３便
14：15アイル
14：22牛津駅前
14：29ひまわり
14：30芦刈庁舎
14：37牛津庁舎
14：45ドゥイング三日月
14：51ゆめりあ
14：59小城庁舎
15：01市民病院
15：08桜楽館
15：18アイル

第４便
16：15アイル
16：28桜楽館
16：32市民病院
16：34小城庁舎
16：45ゆめりあ
16：48ドゥイング三日月
16：56牛津庁舎
17：03芦刈庁舎
17：04ひまわり
17：14牛津駅前
17：18アイル

◆運行ルート

アイル

桜 楽 館 市民病院 小城庁舎

ゆめりあ（三日月庁舎）

ドゥイング三日月
牛津庁舎

牛津駅前 ひまわり 芦刈庁舎

２便・４便め

１便・３便め

２便・４便め

１便・３便め

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

★無料で運行していますので、皆さんお気軽にご利用ください。
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■
小
城
の
中
心
市
街
地
の
現
状
は

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
加
え
、
車
社
会

の
進
展
、
大
型
店
の
郊
外
立
地
、
商
業
者

の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、

空
洞
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
地
域

の
社
会
・
文
化
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
歴
史
・
文
化

や
、
自
然
環
境
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た

美
し
い
風
景
を
も
失
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

「
夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
」

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

意
義
は
、
市
民
の
「
誇
り
」

と
「
愛
着
」
を
推
進
力
と
し

て
、
伝
統
・
文
化
を
育
み
、

美
し
い
形
で
次
の
世
代
に

繋
い
で
い
く
こ
と
で
す
！

【中心市街地活性化基本計画策定検討委員会】
　４月１１日（金）１３：３０から小城庁舎３Ｆ会議室で、第
２回中心市街地活性化基本計画策定検討委員会が開催さ
れました。委員会では市の担当者から下記の区域図や、
基本方針、基本目標などが示されました。委員の皆さん
からは、城下町のルーツの話や小城城下町の歴史や文化
及びそれを次の世代に繋げていくための教育の重要性な
どの意見が出されました。次回は、まちづくり推進体制
や、基本方針、目標について引き続き検討することとさ
れました。第３回委員会は５月１４日（水）に開催が予定
されています。

○中心市街地は人口が減少しています

※全市４５，３７５人（１００％）　　　　　　　４５，８５２人（１０１％）

○中心市街地は高齢化が進んでいます

※全市　１９．２％　　　　　　　　　　　　　　２１．０％

○中心市街地は少子化が進んでいます（桜岡小学校児童数）

※全市　３，３４０人（１００％）　　　　　　　３，２０２人（９５．９％）
※資料：国勢調査等
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平成１２年
５，７３５人（１００％）

平成１７年
５，５９５人（９７．６％）

平成１２年
２３．４％

平成１７年
２５．６％

平成１３年
４１１人（１００％）

平成１７年
３５４人（８６．１％）

小城駅千葉公園線小城駅千葉公園線

国道203号線国道203号線

千葉城址千葉城址

小城公園小城公園

小城庁舎小城庁舎

JR小城駅JR小城駅

城下町の町割な
どをベースに検
討されている中
心市街地の区域
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（億円）（店）

H3年 H6年 H9年 H14年 H16年
※資料：商業統計調査

中心市街地内の小売店舗数と年間販売額
107

47.62
39.31 41.26

32.69
24.69

102
95

78
72
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■
中
心
市
街
地
に
は
多
く
の
資
源

（
ス
ト
ッ
ク
）
が
あ
り
ま
す

　

小
城
の
中
心
市
街
地
は
、
天
山
山
系
の

山
並
み
の
気
配
を
感
じ
、
祇
園
川
か
ら
ま

ち
な
か
に
引
き
込
ま
れ
た
水
脈
が
匂
う
素

晴
ら
し
い
自
然
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
に
は
、
歴
史
公
園

百
選
に
認
定
さ
れ
た
小
城
公
園
の
ほ
か
、

千
葉
城
址
、
武
家
屋
敷
、
町
屋
、
寺
社
な

ど
小
城
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
が
多
数
残
っ
て
お
り
、
そ
う

し
た
中
世
千
葉
氏
や
近
世
小
城
鍋
島
氏
時

代
に
蓄
積
さ
れ
た
歴
史
的
建
築
物
な
ど
は
、

城
下
町
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
に
は
、
商
業
・
業

務
機
能
や
医
療
・
福
祉
機
能
、
行
政
機
能

な
ど
都
市
機
能
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
小
城
ら
し
さ
と
は
？

　

小
城
の
ま
ち
は
、
人
が
主
役
と
な
る
小

城
祇
園
祭
、
伝
統
産
業
の
小
城
羊
羹
、
小

城
千
葉
氏
、
鍋
島
氏
の
城
下
町
の
歴
史
遺

産
、
そ
れ
ら
は
天
山
山
系
に
源
を
発
す
る

祇
園
川
か
ら
の
清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
相

ま
っ
て
人
と
歴
史
と
伝
統
産
業
を
育
み
、

小
城
の
美
し
い
風
景
と
活
力
（
文
化
）
を

生
み
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
■
小
城
市
民
の
た
め
の
中
心
市
街
地
づ
く
り

　

中
心
市
街
地
活
性
化
と
は
、
＝
中
心
商

店
街
の
活
性
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
が
住
み
、
育
ち
、
学
び
、
働
き
、
買

物
を
し
、
交
流
す
る
場
と
し
て
、
こ
の
小

城
の
中
心
市
街
地
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

「
郊
外
よ
り
ま
ち
な
か
の
方
が
暮
ら
し

や
す
い
よ
な
」
「
ま
ち
な
か
は
人
が
た
く

さ
ん
住
ん
で
い
る
し
、
商
売
す
る
に
は
向

い
て
い
る
よ
な
」
「
ま
ち
な
か
な
ら
、
一

度
に
た
く
さ
ん
の
人
に
P
R
で
き
る
よ

な
」
な
ど
な
ど
…

　

「
中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
は
、
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、

『
中
心
市
街
地
』
と
い
う
場
所
を
、
小
城

市
民
み
ん
な
の
『
利
便
の
い
い
場
所
』
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
心
市
街
地

を
活
性
化
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
分
野
に

影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
中
心
市
街
地
で

活
動
す
る
全
て
の
人
（
住
む
人
、
商
売
を

す
る
人
、
会
社
を
営
む
人
、
買
物
を
す
る

人
、
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
活
動
を
す
る
人

等
）
や
団
体
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化
効
果
が
全
市
へ

波
及
す
る
よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
ま
す

　

単
に
中
心
市
街
地
だ
け
が
活
性
化
す
れ

ば
良
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
効
果

が
全
市
へ
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

今
回
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

で
は
、
広
域
効
果
の
仕
掛
け
と
し
て
小
城

の
中
心
市
街
地
を
「
観
光
の
玄
関
口
」
に

位
置
づ
け
、
市
内
の
多
様
な
地
域
資
源
と

連
携
を
図
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
そ
の
意

味
で
は
、
中
心
市
街
地
だ
け
で
は
な
く
、

市
街
地
周
辺
や
他
地
域
の
方
々
も
含
め
市

民
み
ん
な
で
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

■
中
心
市
街
地
活
性
の
担
い
手
は

　

行
政
に
は
行
政
の
得
意
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
商
店
街
に
は
商
店
街
の
、
自
治
会

に
は
自
治
会
の
得
意
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

行
政
や
自
治
会
、
商
店
街
な
ど
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
い
ろ
ん
な
活
動
（
事
業
）
を
し
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
個
々
の
取
り
組
み

も
重
要
で
す
が
、
他
の
団
体
や
地
域
が

行
っ
て
い
る
事
業
と
共
同
事
業
と
し
た
り
、

同
じ
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
し
た
り
、
今
ま

で
気
づ
か
な
か
っ
た
視
点
が
加
わ
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
？
個
々
で
活
動
す
る
よ
り

も
、
も
っ
と
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
問
合
せ
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
芦
刈
庁
舎
）

　

☎　

－

８
８
２
６

６３

■地域産業や文化と関連する要素

小城羊羹

小城（藩邸）
公園

小城
祇園祭り
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５月
▼小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化、食を大切にし▼その良さを身近に感じ▼それらを活かすことに
よって▼小城市で暮らす価値に気づき▼「緩急自在」で個々にあった暮らしを行うことを提唱し▼総合計画の
基本目標である「『和』で織りなす美しいまち」を目指します。
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

　スローライフ小城の会では、「小城流スローライフプラ
ン」をまとめ、純和風の建物であり国登録有形文化財の
「小城市牛津会館」で市長にプラン提案を行いました。
　ゆったりと、スローライフ小城の会が提案する癒しとや
すらぎを与える飾らない普段着の交流「縁側交流」の実践
です。
　春の日差しを浴びながら、自然の恵みを味わい縁側で
ゆっくり、ゆったりと交流を深めました。こころも豊かに
なりそうですね。

　小城流スローライフプランでは、３つの分野から、小城市らしさ、小城市に
必要なこと、小城市が伸ばすべき可能性を考えてみています。その内容につい
て３回シリーズでお伝えします。
　まず、環境・自然分野では…

　　　環境・自然から考える小城のスローライフ

基本キーワード　　「水・山林・農地」
付帯キーワード　　「楽しむ・守る・創る」→「増やす・活かす・残す」

テーマ　天山の甘露水を宝の海・有明海まで・・・

　天山山系から有明海まで水でつながった小城市→棚田・蛍・鯉料理・酒・羊羹・素麺・
サイダー・かまぼこ・農作物・海苔…全て水の恩恵を受けています。これらを輝き続かせ
るためには、水とその環境を守ることが大切です。

《提案》
　有明海が本当に大切な宝の海であることを知ること。大切な自然を守るため、一人ひと
りがゴミを捨てたりしないこと。有明海から天山を、天山から有明海を眺める、そこに見
える素晴らしい小城市の風景を、守り、創り、楽しみ、活かす、そしていつも笑顔で過ご
せる環境を小城市はもつことができるはずです。

　予告！

　小城市では１１月を「スローライフ月間」と設定します

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希

希
希

【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・森永　☎６３－８８０３　

小小小小小小小小小小小小小小小小城城城城城城城城城城城城城城城城流流流流流流流流流流流流流流流流ススススススススススススススススロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーラララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイフフフフフフフフフフフフフフフフププププププププププププププププラララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンががががががががががががががががででででででででででででででででききききききききききききききききまままままままままままままままましししししししししししししししし小城流スローライフプランができましたたたたたたたたたたたたたたたたた

あなたにも
スローライフを楽しみ
ながらできることが
ありませんか？
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①１０月１日基準日　住宅・土地統計調査（市内１３４地区）　　　　　　　　　　　　　　　　
　住宅・土地に関する統計調査で、住宅並びに土地の保有状況とその世帯に関する実態を明らか
にするための調査です。

②１１月１日基準日　漁業センサス（芦刈地区）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　漁業を営む世帯等に関する漁業の実態を明らかにするための調査です。

　上記調査において、各世帯へ出向き調査票の記入依頼・回収・点検を行っていただく統計調査
員を募集します。活動期間は、おおむね調査基準日の１か月前から、基準日当月までの約２か月
間です。統計調査員には調査終了後、国の基準に基づき調査の内容や受持ちの件数に応じて報酬
が支払われます。

※統計調査に従事するには、あらかじめ「小城市統計調査員」への登録をお願いしています。
　特に牛津地区・芦刈地区の登録調査員が少ないため、両町の地理に詳しく、統計調査員として調査従事が可
能な方は、ぜひご連絡ください。

■統計調査員登録資格■
（１）市内在住で２０歳以上の方
（２）税務、警察、選挙に直接関係のない方
（３）秘密を保持でき、調査事務を責任持って遂行できる方　

■登録の申し込み■
　小城市役所企画課備え付けの登録用紙に記入のうえ、企画課企画振興係へ提出してください。登録用紙は市
のホームページからもダウンロードすることができます。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　山下　☎６３－８８０３

住宅・土地統計調査および漁業センサスにおける

統計調査員を募集します！
住宅・土地統計調査および漁業センサスにおける

統計調査員を募集します！
今年度次の大規模統計調査が行われます。
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小小小小小小小小小小小小小小小小城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画ママママママママママママママママススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププラララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンン（（（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案案案））））））））））））））））ににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててて小城市都市計画マスタープラン（案）について 
市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民のののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささままままままままままままままままかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見をををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししまままままままままままままままま市民の皆さまから意見を募集しますすすすすすすすすすすすすすすすす

　市では、２０年後を目標とする小城市都市計画マスタープランを策定しています。
　今回、「小城市都市計画マスタープラン策定検討委員会」より計画（案）の報告を受けましたので、小城市
都市計画マスタープラン（案）について皆さまからのご意見を募集します。

■小城市都市計画マスタープラン（案）の構成

１．ご意見の提出方法
　ご意見は、住所、氏名（または団体名及び代表者名）、電話番号を明記の上、①～④のいずれかの方法によ
り提出してください。（様式は問いません）
　皆さまからお寄せいただいたご意見については、市の考え方と合わせて公表します。
①電子メール：machidukuri@city.ogi.lg.jp　　②ＦＡＸ：０９５２－６３－８８２８
③郵便：〒８４９－０３１４　小城市芦刈町三王崎３４６番地２　　小城市役所（芦刈庁舎）　まちづくり推進課
④直接持参：小城市役所（芦刈庁舎）　まちづくり推進課
※意見は、文書・メールでお願いします。

２．計画（案）の公表及び意見募集期間
　計画書（案）は、小城市ホームページ、小城市民図書館、小城庁舎市民課、三日月庁舎社会福祉課、牛津庁
舎総務課、芦刈庁舎まちづくり推進課でご覧いただけます。
募集期間：平成２０年５月１日（木）～平成２０年５月２３日（金）１７時１５分まで（直接持参の場合は、閉庁日除く。）

【問合せ】　まちづくり推進課　まちづくり推進係（芦刈庁舎）担当　田中・谷山　☎６３－８８２６

内　　容項　　目

１．策定の背景と目的
２．役割と位置づけ
３．構成と計画対象
４．目標年次
５．策定までのあゆみ

序章
都市計画マスタープランとは

１．小城市の概要
２．市民意向
３．まちづくりの課題

第１章
小城市の特性と課題

１．まちづくりの基本理念及び将来都市像
２．まちづくりの基本方針
３．将来目標人口
４．将来都市構造

第２章
まちづくりの目標

１．土地利用・拠点地区形成の方針
２．交通体系の整備方針
３．自然的環境の保全・整備の方針
４．都市環境・景観形成の方針
５．安全・安心なまちづくりの方針

第３章
全体構想

１．協働によるまちづくりの推進
２．実現化の方策
３．都市計画マスタープランの管理と継続的改善

第４章
都市計画マスタープランの実現に向けて
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さ
わ
や
か
な
５
月
に
な
り
、
男

の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
端

午
の
節
句
を
迎
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
入
学
や
進
学

を
し
て
新
し
い
環
境
に
入
り
、

一
ヶ
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
な
課
題
を
学
習
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
『
何
と
な
く

気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
勉
強
な
ど
に

身
が
入
ら
な
い
し
、
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
』
と
い
っ
た
症
状

の
子
ど
も
た
ち
が
出
て
き
ま
す
。

病
気
の
名
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

『
５
月
病
』
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

る
症
状
で
す
。

　

今
回
は
『
５
月
病
』
の
要
因
と

な
る
『
ス
ト
レ
ス
』
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
は
『
心
の
負
担
に

な
る
刺
激
や
出
来
事
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
る
緊
張
状
態
』
を
言
い

ま
す
。

　

こ
の
刺
激
や
出
来
事
は
、
学
校

や
家
庭
そ
れ
に
地
域
社
会
で
の
人

間
関
係
等
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
ま

す
。
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
学
校

の
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
そ

し
て
中
学
校
と
、
子
ど
も
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
年
齢
に
相
応
し

た
人
間
関
係
を
保
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
に
編
成
さ
れ
た
ク
ラ
ス
で
、

子
ど
も
た
ち
は
先
生
の
指
導
で

「
教
科
学
習
」
を
学
び
知
的
な
発

達
を
促
進
し
た
り
、
友
だ
ち
と
の

会
話
や
交
流
に
よ
っ
て
社
会
の

ル
ー
ル
や
人
間
関
係
の
保
ち
方
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
子
ど
も
た
ち
の
個
性
と

個
性
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
、
日
々

繰
り
返
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
仲
良

く
な
っ
た
り
、
喧
嘩
を
し
た
り
し

て
友
だ
ち
の
『
輪
』
も
離
合
集
散

を
繰
り
返
し
て
変
化
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
し
て
快
感
や
不
快
感
を
直
接

感
じ
な
が
ら
感
情
・
情
緒
が
発
達

し
て
い
き
、
同
時
に
『
不
快
感
を

多
く
受
け
る
よ
り
も
快
感
を
多
く

受
け
る
に
は
、
○
○
し
た
方
が
い

い
』
と
い
う
ス
ト
レ
ス
の
処
理
方

法
を
思
い
つ
い
た
り
、
『
不
快
感

を
適
度
に
持
つ
こ
と
』
で
欲
求
不

満
耐
性
（
が
ま
ん
す
る
力
）
を
強

め
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
時
期
に
、
い
ろ
ん
な
面
で

不
快
感
を
適
量
以
上
に
多
く
蓄
積

し
て
い
る
子
ど
も
の
場
合
に
は
、

緊
張
感
が
増
し
て
き
て
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
っ
た
状
態
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
反
応
は

「
心
理
面
」
「
身
体
面
」
「
行
動

面
」
で
様
々
に
生
じ
て
き
ま
す
。

　

「
心
理
面
」
で
は
①
イ
ラ
イ
ラ

感
が
強
く
な
り
ま
す
。
②
物
事
に

集
中
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な

り
ま
す
。
③
自
分
の
行
動
に
多
く

の
不
安
が
生
じ
て
き
て
、
緊
張
し

た
り
落
ち
込
ん
だ
り
、
人
を
責
め

よ
う
と
し
た
り
自
分
を
責
め
て
い

き
ま
す
。

　

「
身
体
面
」
で
は
①
食
欲
不
振

に
な
り
ま
す
。
②
胃
や
腹
が
痛
く

な
っ
た
り
、
頭
痛
や
め
ま
い
が
出

て
き
ま
す
。
③
寝
つ
き
が
悪
く

な
っ
た
り
、
睡
眠
障
害
に
な
り
ま

す
。

　

「
行
動
面
」
で
は
①
学
校
で
み

ん
な
と
一
緒
に
学
ん
だ
り
遊
ん
だ

り
す
る
意
欲
が
な
く
な
っ
て
き
て
、

学
校
に
行
く
の
を
渋
っ
た
り
、
行

か
な
く
な
り
ま
す
。
②
学
校
や
家

庭
で
暴
力
行
為
が
出
て
き
ま
す
。

③
地
域
社
会
で
反
社
会
的
な
逸
脱

行
為
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
が

『
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
症
状
・
一
般

に
５
月
病
と
い
う
症
状
』
で
す
。

　

こ
の
症
状
は
１
週
間
目
・
２
週

間
目
と
徐
々
に
目
立
っ
て
き
ま
す
。

親
や
学
校
の
先
生
は
、
子
ど
も
の

行
動
傾
向
を
よ
く
観
察
し
て
、
多

く
の
会
話
を
す
る
こ
と
で
子
ど
も

に
安
心
感
を
与
え
、
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
発
達
年
齢
に

相
応
し
た
人
間
関
係
を
保
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
未
分
化
で
可
塑
性

に
富
ん
だ
柔
軟
な
人
間
関
係
で
す

か
ら
、
修
復
は
十
分
可
能
で
す
。

　

大
人
の
よ
う
に
固
定
化
し
た
価

値
観
な
ど
で
対
応
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
親
は
『
私
が
こ
の
子
だ
っ
た

ら
、
○
○
す
る
の
に
』
と
、
今
の

大
人
の
尺
度
で
結
論
を
出
し
て
、

子
ど
も
の
行
動
傾
向
や
症
状
を
判

断
し
て
、
子
ど
も
に
助
言
し
た
り

励
ま
し
が
ち
で
す
が
、
未
分
化
な

子
ど
も
で
す
か
ら
子
ど
も
の
発
達

年
齢
に
あ
わ
せ
た
言
葉
で
話
し
、

日
頃
か
ら
自
分
に
自
信
を
持
た
せ

る
よ
う
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
今
年
度
は
５
・
８
・

　

・
２
月
の
掲
載
予
定
で
す
。
ご

１１参
考
に
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

第
11
回　

〜
ス
ト
レ
ス
〜

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう
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光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）に 

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

【
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
？
】

　

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や
工
場
の

煙
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物

や
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有
機
化
合

物
）
な
ど
に
太
陽
の
光
が
あ
た
る

と
、
光
化
学
反
応
を
お
こ
し
、
酸

化
力
の
強
い
物
質
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
が
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く
な
り
、

空
が
白
く
供
も
や
僑
が
か
か
っ
た

よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
」
と
呼
び
ま
す
。

　【
ど
の
よ
う
な
時
に

注
意
す
れ
ば
い
い
の
？
】

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
晴
れ
た

日
に
高
濃
度
と
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
日
差
し
が
強
く
て
、
気
温

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
画

臥
蚊

が
高
く
、
風
が
弱
い
日
は
要
注
意

画
臥

蚊
蚊
画

臥
蚊
蚊
蚊
蚊

で
す
。
ま
た
、
一
日
の
う
ち
で
は
、

日
中
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

濃
度
が
高
く
な
る
と
県
知
事
か

ら
市
町
村
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
は
、
屋
外
で
の
激
し
い
運

動
は
避
け
、
で
き
る
だ
け
屋
内
で

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
ど
の
よ
う
な
症
状
が
で
る
の
？
】

・
目
が
チ
カ
チ
カ
・
シ
ョ
ボ
シ
ョ

ボ
す
る
、
涙
が
異
常
に
出
る

・
の
ど
が
痛
む
、
せ
き
が
で
る
、

息
苦
し
い
、
吐
き
気
が
す
る　

な
ど

※
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
時
は

洗
顔
、
洗
眼
、
う
が
い
を
十
分
に

行
い
、
室
内
で
休
息
し
て
く
だ
さ

い
。
症
状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、

医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
活
環
境
課

　

生
活
環
境
係
（
小
城
庁
舎
）　

　

担
当　

山
口
・
川
浪

　

☎　

－

８
８
０
３

７３
小
城
市
立
歴
史
資
料
館
・

中
林
梧
竹
記
念
館 

嘱
託
職
員
募
集

１
、
業
務
内
容

・
歴
史
資
料
館
・
中
林
梧
竹
記
念

館
に
お
け
る
展
示
補
助

・
資
料
整
理
業
務
（
古
文
書
解
読

作
業
含
む
）

２
、
応
募
資
格

・
博
物
館
法
に
規
定
す
る
学
芸
員

の
有
資
格
者
、
古
文
書
解
読
の
知

識
を
有
す
る
者
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
等
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
業
務

が
で
き
る
者

３
、
募
集
人
員
：
１
名

４
、
採
用
期
間

・
平
成　

年
６
月
１
日
～

２０

　

年
３
月　

日

２１

３１

＊
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

５
、
勤
務
形
態

　

月　

日
（
土
日
含
）

１７

　

８
：　

～　

：　

３０

１７

１５

６
、
勤
務
場
所

・
小
城
市
立
歴
史
資
料
館

・
中
林
梧
竹
記
念
館

７
、
報
酬

・
月
額
２
１
５
、
０
０
０
円

（
諸
手
当
な
し
）

８
、
社
会
保
険
等

・
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

９
、
応
募
方
法

・
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
添
付
の

上
５
月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
小

２６

城
市
教
育
委
員
会
文
化
課
（
桜
城

館
内
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
必
ず
昼
間
連
絡
が
と

れ
る
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

、
選
考
方
法

１０・
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
面

接
日
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

８
４
０－

０
０
０
１

　

佐
賀
県
小
城
市
小
城
町

１
５
８－

４

　

小
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　

文
化
振
興
係

　

☎　

－

１
１
３
２　

７１
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男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー　
　
 

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」

～
男
女
が
と
も
に
認
め
あ
い
、
支

え
あ
い
、
希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市

を
め
ざ
し
て
～

小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン　

紹
介
７

基
本
目
標
実
現
の
た
め
の
方
針

政
策
Ⅲ

共
に
創
り
あ
う
ま
ち
づ
く
り

政
策
Ⅲ
を
実
現
す
る
た
め
に

施
策
①

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
促
進

　

平
成　

年
度
市
民
意
識
調
査
の

１７

結
果
、
｢差
別
を
受
け
た
と
感
じ

た
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
し
た

か
。
」
の
質
問
に
対
し
、「
職
場
」

「
家
庭
」
に
次
い
で
「
地
域
」
に

関
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
社
会
通
念
・
慣
習
・

し
き
た
り
な
ど
」
の
男
女
の
平
等

感
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
男

女
と
も
「
男
性
の
ほ
う
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
方
が

多
い
結
果
で
し
た
。

（
基
本
事
業
）

①
伝
統
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

　

男
女
の
参
画
に
よ
る
伝
統
的
文

化
や
豊
か
な
自
然
、
景
観
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
と
と
も
に
、
食

育
や
生
活
環
境
の
整
備
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
方
針
決
定

過
程
へ
男
女
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
社
会
制

度
・
慣
行
の
固
定
的
な
考
え
方
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

解
決
す
る
た
め
に

あ
な
た
に
は
じ
め
て
欲
し
い
一
歩

　

誰
も
が
仕
事
だ
け
で
な
く
、
家

庭
や
地
域
で
の
活
動
も
楽
し
く

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
役
員
は
、
男
性
が
す
る

べ
き
な
ど
、
決
め
付
け
る
こ
と
な

く
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

森
永
（
喜
）
･坂
田

　

☎　

－

８
８
０
３

６３

５
月　

日
か
ら
特
定
健
診

１９が
始
ま
り
ま
す

対
象
と
な
ら
れ
る
小
城
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、「
受
診
券
」
と
「
受
診
票
」

を
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

小
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

（
４
月
１
日
時
点
）
し
て
い
る　
４０

歳
～　

歳
の
方
全
員
に「
受
診
券
」、

74

「
受
診
票
」、
日
程
表
等
を
郵
送
し

ま
す
。

　

健
診
当
日
は
「
受
診
券
」、「
受

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

診
票
」、「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

者
証
」
が
必
要
で
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
な

く
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
の
検
査
項
目
は
？

煙
問
診　

煙
身
長
、
体
重
、
腹
囲

煙
医
師
の
診
察　

煙
検
尿
（
糖
、

た
ん
ぱ
く
）　

煙
血
圧　

煙
血
液

検
査
【
脂
質
検
査
（
中
性
脂
肪
、

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）、
肝
機
能
（
Ａ
Ｓ

Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
γ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
血
糖

検
査
（
空
腹
時
血
糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
）、
腎
機
能
（
ク
レ
ア
チ
ン
）、

尿
酸
】

煙
必
要
な
方
の
み
心
電
図
、
眼
底
、

貧
血
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

年
に
１
回
健
診
を
受
け
て
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
健
全
な
保
険

制
度
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
が
示
す
健
診
受
診
率
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
減
少

率
等
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

小
城
市
国
保
が
国
へ
支
払
う
後
期

高
齢
者
支
援
金
が
最
高　

％
増
額

１０

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
受
診
者
が
少

な
く
、
ま
た
生
活
習
慣
病
を
予
防

で
き
な
け
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険

税
に
影
響
し
、
負
担
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
受
診
率

が
高
く
、
生
活
習
慣
病
を
改
善
で

き
れ
ば
、
国
に
支
払
う
後
期
高
齢

者
支
援
金
が
最
高　

％
減
額
さ
れ

１０

医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
保
険
組
合
、
地
方
・
公
立
学

校
・
警
察
・
市
町
村
共
済
組
合
、

政
府
管
掌
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
被
扶
養
者
の
方
へ

　

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者

か
ら
、「
受
診
券
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
健
診
の
際
に
必
ず
必
要
で
す

の
で
、受
診
券
が
届
い
て
か
ら
、医

療
保
険
者
の
示
す
実
施
方
法
に
応

じ
て
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

歳
以
上
等
で
長
寿
医
療
制
度

７５（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

特
定
健
診
の
対
象
と
な
ら
れ
る

方
は
、
過
去
１
年
間
に
左
記
の
生

活
習
慣
病
で
医
療
機
関
に
通
院
さ

れ
て
い
な
い
健
康
な
方
と
な
り
ま

す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
保
年
金

課
（
小
城
庁
舎
）
に
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
該
当
さ
れ
る
方
に

は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。
窓
口

に
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
お
電
話
で
も
結
構
で

す
。

※
次
の
病
気
で
通
院
中
の
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
御
了
承
く

だ
さ
い
。

　

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧

性
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
、
そ
の

他
の
心
疾
患
、
く
も
膜
下
出
血
、

脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳
動
脈
硬

化
、
そ
の
他
の
脳
血
管
疾
患
、
動

脈
硬
化

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　

国
保
年
金
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

松
尾

　

☎　

－

８
８
０
２

７３

⇦



各課からのお知らせ

12

軽
自
動
車
税
の 

減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
の
う
ち
、
一
定

の
要
件
（
障
害
の
程
度
・
使
用
目

的
等
）
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
小
城
市
税
条
例
第
八
十
九
条
・

第
九
十
条
に
よ
る
）

　

な
お
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車

両
は
普
通
自
動
車
（
県
税
事
務
所

申
請
分
）
を
含
め
一
台
の
み
で
す
。

　
※
す
で
に
申
請
さ
れ
減
免
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
車
両
の
登
録
事
項
に

変
更
が
無
い
限
り
新
た
に
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
期
間

　

５
月　

日
（
月
）
ま
で

２６

◆
申
請
場
所

　

市
役
所
（
小
城
庁
舎
）

　

税
務
課　

課
税
係

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

　

障
害
者
手
帳
等
の
各
種
手
帳

　

運
転
者
の
免
許
証

　

減
免
を
申
請
す
る
車
の
車
検
証

　

印
鑑
（
認
印
で
可
）

　
【
問
合
せ
】
税
務
課　

課
税
係

（
小
城
庁
舎
）
担
当　

永
江

　

☎　

－

８
８
０
１

７３消
防
団
辞
令
交
付
式

　

小
城
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
を

４
月
６
日
に
小
城
消
防
署
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
消
防
団
に　

名
が

４５

入
団
し
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、

三
日
月
第
３
分
団
第
３
部
の
副
島

浩
司
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
終
了
後
、
部
長
、

班
長
訓
練
と
新
入
団
員
を
対
象
に

基
本
的
な
動
作
訓
練
と
消
防
団
員

と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
講
話

な
ど
に
よ
り
、
消
防
団
員
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

　

消
防
交
通
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

貞
松
・
三
ツ
家　

　

☎　

－

８
８
１
８

６３
定
員
制
の
検
診
の
ご
予
約 

は
お
早
め
に

　

５
月　

日
～　

日
に
か
け
て
の

１９

２７

８
日
間
、
三
日
月
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
で
特
定
健
診

と
が
ん
検
診
同
時
実
施
の
総
合
健

診
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
乳
が
ん
検
診
と

歯
周
疾
患
検
診
は
事
前
に
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。
定
員
制
で
す
の

で
左
記
担
当
へ
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
健
診
に
つ
い
て
詳
し

く
は
５
月
の
月
間
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課

　

保
健
予
防
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

山
口
・
森
永

　

☎　

－

８
８
２
２

７３

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。　
　入札結果のとりまとめは小城市芦刈庁舎建設課管理係で行っておりますが、入札結果の詳細については、各入札執行課へ直接お問合せ下さい。

公表担当： 建設課 管理係　右近　緯６３－８８２５

（単位：円、％）（３月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

入札執行課落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

農林水産課
６３－８８２０９１．８５３７，３８０，０００

（１，７８０，０００）
３４，３３５，０００
（１，６３５，０００）㈱武富組

㈱武富組・㈱政工務店・㈱下村建設
㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド 
岡本建設㈱・西岡建設㈱
㈱中島工務店・㈱久保建設

道整備交付金事業（林道）
天山線改築工事

入 札 結 果 の 公 表
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ね
ん
き
ん
特
別
便 

を
受
け
取
っ
た
ら

−

回
答
は
す
み
ま
し
た
か
？−

〈
記
録
統
合
ま
で
の
流
れ
〉

年
金
特
別
便
を
郵
送

●
記
録
が
結
び
つ
く
可
能
性
が

あ
る
方
→
平
成　

年
３
月
ま
で

２０

を
目
途
に
送
付
（
青
色
封
筒
）

●
そ
の
他
の
方
→
平
成　

年
４

２０

月
か
ら　

月
ま
で
を
目
途
に
送

１０

付
（
緑
色
封
筒
）

ご
自
身
に
よ
る
記
録
の
確
認

ご
自
身
に
よ
る
回
答

＊
ご
注
意

お
手
続
き
い
た
だ
か
な
い
と
記

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

録
は
統
合
で
き
ま
せ
ん
！

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　
（
青
色
封
筒
）

●
訂
正
が
な
い
場
合
→
「
確
認

ハ
ガ
キ
」
を
郵
送

●
訂
正
が
あ
る
場
合
→
「
年
金

加
入
記
録
照
会
票
」
に
記
入
し

郵
送

（
緑
色
封
筒
）

●
「
Ⅱ
年
金
加
入
記
録
回
答

表
」
回
答
し
郵
送

社
会
保
険
庁
に
よ
る
調
査
・
確
認

記
録
の
統
合
（
確
認
の
完
了
）

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　

国
保
年
金
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

円
城
寺　

　

☎　

－

８
８
０
２

７３交
通
安
全
指
導
員 

委
嘱
状
交
付
式

　

４
月
１
日
（
火
）
小
城
市
役
所

牛
津
庁
舎
に
て
、
小
城
市
交
通
安

全
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式
を
開
催

し
、　

名
の
方
に
市
長
よ
り
委
嘱

４１

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
終
了
後
、
小
城
警
察
署

に
よ
る
交
通
講
話
な
ど
、
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
の
心
が
ま
え
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
児
童
の
通
学
時
の
街

頭
指
導
等
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

　

消
防
交
通
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

貞
松
・
三
ツ
家　

　

☎　

－

８
８
１
８

６３
み
か
ん
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

　

小
城
市
牛
津
町
上
砥
川
の
み
か

ん
農
家
が
、
農
園
の
一
部
を
希
望

者
に
提
供
す
る
「
み
か
ん
オ
ー

ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
農
家
に
管
理
委
託
料

や
収
穫
す
る
み
か
ん
代
を
含
む
申

込
金
を
お
支
払
い
た
だ
け
れ
ば

オ
ー
ナ
ー
に
な
れ
ま
す
。

　

説
明
会
及
び
現
地
案
内
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

５
月　

日（
日
）、　

日

１８

２１

　

（
水
）、　

日（
金
）
雨
天
決
行

２３

　
　

時　

分
～　

時　

分　
　
　

１３

３０

１４

３０

（
３
日
間
と
も
）　

◆
場
所　

佐
賀
県
農
業
協
同
組
合

　

砥
川
支
所
２
階
会
議
室

※
説
明
会
終
了
後
、
現
地
で
オ
ー

ナ
ー
の
木
を
選
定
し
、
申
込
金
を

い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
】

　

農
林
水
産
課　

農
政
企
画
係

（
芦
刈
庁
舎
）
担
当　

永
渕

　

☎　

－

８
８
２
０　

６３～
人
権
の
ま
ど
～

こ
こ
ろ

毅

毅

毅

を
ひ
ら
く

社
会
教
育
指
導
員　

早
田　

圭
吾

　

さ
わ
や
か
な
季
節
、
窓
を
ひ
ら

い
て
い
ま
す
か
？

　

桜
や
い
ろ
い
ろ
な
草
木
の
蕾
も

花
開
い
た
４
月
の
新
し
い
門
出
か

ら
早
１
か
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
早
起
き
も
何
と
な
く

「
イ
ヤ
ッ
！
」
ち
ょ
っ
と
疲
れ
が

出
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
か
？

　

～
あ
る
地
区
の
懇
談
会
の
折
、

あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
『
私
”
お

か
え
り
”
と
帰
り
の
子
ど
も
達
に

い
つ
も
声
か
け
し
よ
っ
』
そ
し
て
、

『
子
ど
も
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
に
ね

…
』
と
つ
ぶ
や
き
、
『
こ
の
前
は
、

こ
い
ま
で
黙
っ
て
通
り
過
ぎ
て
た

中
学
生
の
男
の
子
が
お
昼
前
な
の

に
”
お
ば
ち
ゃ
ん
何
し
よ
っ
？
”

と
声
か
け
て
き
た
よ
…
』
と
話
さ

れ
た
～
ま
た
他
の
研
修
会
で
『
人

権
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
』
の

問
い
に
「
人
と
人
の
間
に
あ
る
の

で
は
！
」
と
答
え
ま
し
た
。
人
間

と
い
う
文
字
と
前
述
の
話
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
し
た
。

　

「
こ
の
地
域
の
子
ど
も
は
防
犯

ブ
ザ
ー
を
所
持
し
て
い
ま
す
。
」

式
の
真
新
し
い
看
板
が
い
く
つ
も

ど
こ
に
も
の
昨
今
、
オ
お
は
よ
う
、

ア
あ
り
が
と
う
、
シ
し
つ
れ
い
し

ま
す
、
ス
す
み
ま
せ
ん
の
看
板
は

色
あ
せ
文
字
が
辛
う
じ
て
読
め
る

だ
け
、
こ
の
違
い
は
何
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
は
こ
こ
ろ

毅

毅

毅

を
ひ
ら
く
の
意
味
も
あ
る
と
か
、

５
月
、
ふ
う
っ
と
一
息
背
す
じ
を

伸
ば
し
、
「
お
は
よ
う
！
」
「
お

か
え
り
！
」
と
口
ひ
ら
く
。
笑
顔

添
え
た
ら
ま
た
一
段
と
、
…
。

　

こ
れ
も
、
人
と
人
の
間
に
あ
る

＝
人
権
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と

気
づ
い
た
し
だ
い
で
す
。
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３
月　

日
、
岡
山
神
社
（
小
城

３０

町
）
で
小
城
清
風
会
の
結
成　

周
１０

年
観
桜
謡
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
神
社

神
殿
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

小
城
の
謡
曲
「
桜
岡
（
さ
く
ら
が

お
か
）
」
「
鞍
馬
天
狗
」
の
２
曲

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

謡
曲
「
桜
岡
」
は
、
桜
岡
公
園

（
現
小
城
公
園
）
の
由
来
を
述
べ

た
内
容
で
、
旧
制
小
城
中
学
校
の

二
代
目
校
長
で
あ
っ
た
佐
野
安
麿

が
大
正
９
年
に
作
詞
し
た
も
の
で

す
。

　

小
城
清
風
会
は
会
員　

人
で
活

１１

動
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
謡
曲
「
桜
岡
」
を
謡
う
会
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

小
城
清
風
会
が
謡

曲
を
披
露

　

４
月
５
日
、
小
城
公
園
内
で
、

小
城
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
に
よ

り
、
「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
」
カ
ー
ド
の

普
及
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取

組
の
一
環
と
し
て
、
５
月
１
日
か

ら
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機

が
稼
動
し
、
た
ば
こ
を
購
入
す
る

際
に
、
こ
の
カ
ー
ド
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
小

城
市
内
・
外
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

花
見
客
で
賑
わ
う
中
、
関
心
も
た

か
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
カ
ー

ド
申
込
の
お
手
伝
い
が
で
き
ま
し

た
。

 

「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
」

カ
ー
ド
普
及
活
動

　

４
月
５
日
（
土
）
、
端
唄
の
代

表
作
「
春
雨
」
を
作
詞
し
た
小
城

藩
士
・
柴
田
花
守
翁
を
し
の
ぶ

「
第　

回
春
雨
ま
つ
り
（
小
城
春

４６

雨
会
主
催
）
」
が
小
城
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
守
翁
は
小
城
鍋
島
藩
士
で
天

保
初
期
に
長
崎
に
遊
学
し
神
典
歌

道
、
禅
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

際
に
、
長
崎
・
丸
山
の
料
亭
「
花

月
」
で
唄
を
作
詞
、
長
崎
検
番
の

師
匠
が
振
付
け
し
た
ご
縁
で
こ
の

催
し
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
小
城
公
園
内
に
あ
る

「
春
雨
」
歌
碑
前
に
て
長
崎
丸
山

の
長
崎
検
番
に
よ
る
端
唄
『
春

雨
』
が
ご
披
露
さ
れ
、
満
開
の
桜

の
下
で
の
優
雅
な
舞
に
訪
れ
た
花

見
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

 

春
雨
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

　

４
月　

日
（
日
）
、
「
水
と
緑

１３

を
守
る
会
小
城
」
が
、
小
城
駅
周

辺
で
清
掃
美
化
活
動
を
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
水
と
緑
を
守
る
会
小
城
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
は
、
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
自
然

美
豊
か
な
街
づ
く
り
が
必
要
だ
と

の
考
え
で
、
市
内
の
環
境
美
化
活

動
や
災
害
時
の
救
援
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成　

年
２０

２
月　

日
に
県
知
事
の
認
証
を
受

２６

け
、
法
人
会
員　

社
、
個
人
会
員

４０

　

名
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

４０
　

清
掃
美
化
活
動
で
は
、
収
拾
し

た
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
へ
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に

は
、
小
城
町

清
水
で
今

村
・
岩
永
両

農
林
水
産
副

大
臣
な
ど
多

数
の
来
賓
を

迎
え
、
発
会

式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
水
と
緑
を

守
る
会
小
城
が
清

掃
美
化
活
動
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芦
刈
町
物
産
販
売

　

所「
桜
ま
つ
り
」が

　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
６
日
（
日
）
に
芦
刈
運

動
公
園
近
く
に
あ
る
戸
崎
川
遊

歩
道
の
桜
の
満
開
に
合
わ
せ
て
、

物
産
販
売
所
を
運
営
し
て
い
る

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
王
国
芦
刈
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
催
で

「
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

戸
崎
川
遊
歩
道
の
桜
並
木
も
満

開
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
初
は
、
あ
し

か
り
保
育
園
の
よ
さ
こ
い
で
始

ま
り
、
子
ど
も
達
の
元
気
な
踊

り
に
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

来
場
者
は
、
親
子
や
地
域
の

方
々
と
の
交
流
や
地
域
の
隠
れ

た
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
満
足
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

 

小
城
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活

動
開
始

　

小
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
（
田
尻
治
昭
会

長
）
が
３
月　

日
か
ら
４
月
６

２９

日
ま
で
の
土
曜
日
と
日
曜
日
に

小
城
公
園
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
は
、
ガ
イ
ド
の
研

修
を
受
け
た　

人
の
会
員
で
構

１７

成
さ
れ
、
小
城
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
の
観
光
地
を

ガ
イ
ド
で
き
る
よ
う
研
修
を
続

け
ら
れ
ま
す
。

 

小
城
市
長
旗
争
奪

　

少
年
野
球
大
会
が

　

開
催

　

４
月　

日
（
土
）
か
ら　

日

１９

２０

（
日
）
に
か
け
て
、
芦
刈
む
つ

ご
ろ
う
公
園
グ
ラ
ン
ド
他
２
会

場
に
お
い
て
、
第
３
回
小
城
市

長
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会
が
、

市
内
９
チ
ー
ム
・
市
外
７
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
り
、
快
晴
の
空

の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
昨
年
度
、
優

勝
チ
ー
ム
の
桜
岡
少
年
野
球
部

か
ら
優
勝
旗
返
還
が
行
わ
れ
、

最
後
に
は
、
芦
の
子
ク
ラ
ブ
の

松
永
竜
弥
主
将
が
元
気
な
声
で

選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、　

日
に
行
わ
れ
た

２０

決
勝
戦
で
は
、
晴
田
少
年
野
球

が
見
事
、
優
勝
旗
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

【
決
勝
戦
結
果
】

　

晴
田
少
年
４−

３
岩
松
少
年

　

小
城
建
設
業
協
会
青
年
部　
３０

人
が
３
月　

日
、
小
城
町
の
須

２０

賀
神
社
お
よ
び
千
葉
公
園
周
辺

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
３
時
間
、
草
刈
り
機
や
か
ま

を
手
に
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
刈

り
取
り
、
路
面
の
補
修
や
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

部
長
の
大
家
良
太
郎
さ
ん
は

「
歴
史
あ
る
小
城
市
の
文
化
財

や
観
光
地
を
美
し
く
し
て
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
｣と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

 

小
城
建
設
業
協
会

　

青
年
部
が
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
清
掃

　

小
城
地
区
交
通
安
全
協
会

（
藤
田
輝
雄
会
長
）
は
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
市
内

８
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
を

対
象
に
、
鈴
付
き
リ
ボ
ン
や
交

通
安
全
標
語
入
り
物
差
し
な
ど

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
藤
田
会
長
が

「
小
城
地
区
か
ら
新
入
学
児
童

な
ど
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
、
今
村
統
嘉
教
育
長

に
贈
呈
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ッ
ズ
は
、
学
校
ご
と
に
配
布

さ
れ
、
４
月　

日
の
入
学
式
で

１０

新
一
年
生
全
員
（
４
８
０
人
）

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

新
入
学
児
童
に
交

　

通
事
故
防
止
グ
ッ

　

ズ
を
贈
呈

あしかり保育園のよさこい

選手宣誓をする松永主将
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こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
佐
藤
彬
院
長
の
後
任

と
し
て
小
城
市
民
病
院
の
院
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
尾
形
徹
で
ご

ざ
い
ま
す
。
身
に
余
る
重
責
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
小
城
市
民
の
み

な
さ
ま
に
良
質
な
医
療
の
提
供
の

た
め
努
め
て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。
佐
藤
彬
前
院
長
も
名
誉
院

長
と
し
て
引
き
続
き
小
城
市
民
病

院
に
て
医
療
に
携
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
現
在
嬉
野
市
で
あ
る
塩
田

町
の
出
生
で
す
。
昭
和　

年
に
佐

６０

賀
医
科
大
学
（
現
在
の
佐
賀
大
学

医
学
部
）
附
属
病
院
の
内
科
に
入

局
し
ま
し
て
同
院
で
研
修
後
、
西

有
田
共
立
病
院
及
び
社
保
浦
之
崎

病
院
勤
務
、
米
国
の
大
学
留
学
２

年
間
の
期
間
を
除
く
と
約　

年
間

１０

同
大
学
附
属
病
院
の
循
環
器
内
科

で
研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成　

年
よ
り
唐
津
東
松
浦

１２

医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
、
平
成　
１５

年
よ
り
大
町
町
立
病
院
に
勤
務
し
、

今
回
当
院
の
院
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
循
環
器
疾
患

に
関
わ
っ
た
期
間
が
長
い
の
で
、

こ
の
分
野
で
も
な
に
か
お
役
に
た

て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
院
は
今
年
４
月
か
ら

左
下
図
の
よ
う
に
外
来
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
内
科
医
師
数
が
６
人

か
ら
３
人
に
減
少
し
た
た
め
内
科

非
常
勤
医
師
を
佐
賀
大
学
医
学
部

附
属
病
院
か
ら
来
て
頂
き
、
外
来

は
以
前
と
同
様
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
消
化
器
内
視
鏡
検
査
で
上
部

消
化
管
検
査
は
月
、
火
、
金
、
ま

た
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
水
、
金
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
専
門
外
来
も

図
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
同
様

行
っ
て
お
り
ま
す
。
外
来
診
療
に

つ
い
て
は
、
内
科
の
午
後
外
来
を

除
け
ば
何
ら
以
前
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

当
院
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

現
在
救
急
告
示
の
一
時
取
り
下
げ
、

検
診
の
一
時
中
止
、
内
科
の
午
後

診
療
（
他
科
は
従
来
ど
お
り
引
き

続
き
行
っ
て
お
り
ま
す
）
や
時
間

外
診
療
の
制
限
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
、
市
民
の
皆
様
に
は
多
大
な

御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

時
間
外
診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の

毅

毅

毅

毅

毅

毅

方毅

に
つ
い
て
対
応
を
再
開
し
て
お

り
ま
す
。
具
合
の
悪
い
時
は
ま
ず

当
院
ま
で
電
話
を
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
鋭
意

内
科
医
師
を
中
心
に
医
師
数
を
増

や
す
よ
う
努
力
し
、
で
き
る
だ
け

早
く
救
急
医
療
や
検
診
の
再
開
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
療
連
携
室
を
立
ち

上
げ
、
医
師
会
の
先
生
方
に
御
相

談
申
し
上
げ
な
が
ら
、
今
後
さ
ら

に
地
域
に
密
着
し
た
種
々
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
院
で
は
こ
れ
ま
で
の
病
院
組

織
に
加
え
、
新
た
に
経
営
本
部
を

創
設
し
ま
し
た
。
病
院
の
運
営
の

改
善
、
さ
ら
に
新
た
な
病
院
体
制

へ
の
変
革
に
努
力
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
ご
叱
咤
、
ご
意
見
を
ぜ

ひ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

午　　　　後午　　　　　前

自由
診療

産婦リハ
ビリ外科専門外来

外科小児
科

泌尿
器科

産婦
人科

内　　科

14:30
～

14:00
～

13:30
～13:30～新患再来

リラク
セーショ
ン外来

松尾三宅脳外科持永佐賀
大学高木松尾大塚尾形佐藤月

リラク
セーショ
ン外来

松尾持永田中
（循環器科）三宅佐賀

大学高木松尾
河口尾形佐藤

火
呼吸器外来

休　　　診持永佐賀
大学高木松尾長門田中佐藤水

リラク
セーショ
ン外来

福田河野持永田中
（循環器科）三宅佐賀

大学高木松尾
大塚尾形佐藤

木
リウマチ・膠原病
（隔週）

リラク
セーショ
ン外来

松尾三宅持永佐賀
大学高木松尾渡邊尾形佐藤金

新
任
医
師
の
紹
介

　

４
月
１
日
、
田
中
直
寛
医
師

（
循
環
器
科
）
が
小
城
市
民
病
院

に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
田
中
医
師
の
コ
メ
ン
ト

　

当
院
循
環
器
科
で
は
週
２
回
、

火
曜
日
午
後
と
木
曜
日
午
後
に
、

専
門
外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
か

ら
狭
心
症
や
心
不
全
な
ど
の
急
性

期
疾
患
ま
で
、
幅
広
く
診
療
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
療
法
や
運
動
療
法

な
ど
の
生
活
管
理
指
導
や
、
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
な

診
療
内
容
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

他
科
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
、
理
学
療
法
士
ら
と
連
携
し

な
が
ら
皆
様
の
健
康
増
進
の
一
助

と
な
れ
ま
す
よ
う
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
心
臓
の
こ
と
が
心
配
だ
な
ぁ

…
」

と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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ななるるほほどど

訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７

市民課（小城庁舎）消費生活相談係　担当　秋野・円城寺
緯７３－８８００　内線２１４４

  相談事例
　２０年前に、当時勤務していた職場に電
話がかかってきて「仕事に役立つ教材」
と勧誘を受け、３０万円で契約した。教材
が送られてきたが時間が無く、添削指導
は受けなかった。最近、自宅に「２０年前
の会社から委託されている。後期の教材
が残っている。」と言われ１００万円を請
求された。電話がかかり断りきれず契約
した。必要ないので断りたい。この他に
も色んな業者から電話がかかり困ってい
る。どうしたらいいか。　（４０代　男性）

資格商法～２次被害にもご注意を！！

きっぱり！はっきり！
返事はNO！

以前、資格講座を受講した人に対して、契約期間が終了しているのにもかかわらず「契
約がまだ続いているので、資格を取るまで受講してもらわなければいけない」などと
迫って新たな講座の受講を勧誘する資格取得商法の２次被害も発生しています。

ここがポイント
１．電話口での最初の対応が肝心です。あいまいな返事や長電話は禁物です。不要な場合は、

　　き然とした態度で断りましょう。
　　断っているのに、職場や自宅に何回も電話をかけるのは「特定商取引法」で禁止されていま

す。
２．契約者名簿が業者間に出回っており、「名簿から抹消してあげます」「勧誘がないようにし
てあげます」などと言い、手数料を取る業者もあります。

　　支払いには絶対に応じないでください。
３．電話勧誘販売により契約を締結した場合、契約書を受け取った日を含めて、その日から８日
間以内であればクーリングオフ（無条件解約）ができます。

資格を取得するまで契約は終わ
らないので、新しい教材を購入し
なければならないんですよ。

資格取るまで
終わらない！？

数年後･･･
さらにあらたな
被害も･･･

５月は
「消費者月間」です。
「みんなで築こう身近な安全安
心」をテーマに被害の未然防止
を呼びかける県下一斉啓発キャ
ンペーンが５月１３日（火）に行
われます。
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ＴＣ三日月（三日月硬式テニスクラブ）
会員募集

　ＴＣ三日月では、初心者教室の生徒を１０名ほ
ど随時募集します。
　要件は、三日月町在住者又は勤務者としてい
ます。毎週金曜日１９時から２１時３０分まで三日月
町ふれあい公園テニスコートで活動しています。
興味のある方は、見学またはお問合せください。

　　

▲３月末に開催した初心者教室ダブルスの試合スナップ

問合せ先　三日月公民館　☎72－1616

嘉瀬川・六角川・松浦川水防演習及び
佐賀県総合防災訓練を実施します！

　震災・風水害等の災害に備え、地域防災計画
の具体的な運用と各防災関係機関の防災技術の
向上と相互協力体制の強化を図り、消防団、地域
婦人会の参加による実態に即した防災訓練を実
施し、防災意識の高揚を図るものです。
　なお当日は見学が自由となっております。
１　主催
　　国土交通省九州整備局、佐賀県、佐賀市、
　　多久市、小城市
２　実施日
　　平成２０年５月１１日（日）
　　午前９時２０分開始～１２時３０分終了（予定）
３　訓練会場
　　主会場　嘉瀬川河川敷
　　各市においては、避難誘導訓練の実施
４　訓練内容　
　情報伝達訓練、土砂埋没家屋からの被災者救
出訓練、水難者等救出訓練、水防工法訓練、炊き
出し訓練
問合せ　総務課　消防交通係　担当　柳川・貞松
　　　　☎63－8818

「佐賀県森林環境税」を活用した新たな
事業がスタートしました！

　森林は、水資源を育むとともに、土砂崩れを防
ぎ二酸化炭素を吸収して地球温暖化を防止する
など、大切な役割を果たしています。
　しかし、山村地域の過疎化などにより、適切な
手入れが行えずに荒廃が広がるなど、県内の森
林は危機的状況にあります。いったん森林が荒
れてしまうと、再生には多額の費用と長い年月
を必要とするため、早急な対策が求められてい
ます。
　そこで、県では、大切な森林を守り育てていく
ため、平成２０年４月１日から「佐賀県森林環境
税」を導入しました。県民の皆様をはじめ、県、
市町が力を合わせ荒廃森林の再生などに取り組
み、県民協働による多様な森林（もり）づくりを
進めていきます。

詳しくは、佐賀県森林整備課　☎25－7135
までお問合せください。

スキルアップセミナー　特別版
裁判員…あなたも選ばれるかも！？ 

～もうすぐ始まる裁判員制度について
学んでみませんか？～

日　時　平成２０年５月２８日（水）
　　　　１３：３０～１５：００
場　所　牛津公民館　　　（受講料　無料）
講　師　白石　泉さん
　　　　（佐賀家庭裁判所　事務局次長）
◇裁判員制度について知りたい方などどなたで
　も受講できます。
　※託児あり
申込み
　５月２６日（月）１７時までに電話で申込むかまた
は直接、牛津公民館窓口までお越しください。
問合せ先　生涯学習課　牛津公民館係　
　　　　　担当　髙木　☎63－8813

平成２０年度自衛官募集案内
◆募集種目　２等陸・海・空士（男子）
◆受験資格　１８歳以上２７歳未満
◆受付締切　平成２０年５月２７日（火）
◆試験日　　平成２０年５月３１日（土）
※試験会場、時間等詳細については、下記までお
　問合せください。
問合せ先　佐賀募集案内書　☎31－5002



情報

Consultation

各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談

19

人のうごき 人のうごき 
平成２０年４月１日現在（前月比）

46,595人
22,036人
24,559人
14,607　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（－199）

（－105）

（－94）

（－1）

住民基本台帳 
にもとづく 

日本民謡「翔謡会」２０周年記念発表会
と　き　５月１８日（日）
　　　　午前９時開会
ところ　小城町保健福祉センター「桜楽館」
内　容　民謡、三味線合奏、民舞、踊太鼓、銭太
　　　　鼓、餅なげなど
問合せ　小城町松尾　中原　マサ子
　　　　☎72－4804
皆さん、どうぞお出でください。

自動車税納期内納付について
自動車税は６月２日（月）までに納めましょう
　県税事務所から送付された納税通知書により
最寄りの銀行、郵便局、農協、漁協、県税事務所
窓口、インターネット等で納めてください。な
お、納期限内に限り、納税通知書に記載されてい
るコンビニエンスストアでも納められます。
　また、今年からクレジットカードを利用して
納付ができるようになりました。利用方法など
詳細については、県ホームページをご覧くださ
い。
　口座振替をご利用の方は、振替日（６月２日）
に残高が不足しないように注意してください。
　税金は私たちのくらしに活かされています。
忘れずに納めましょう。
詳しくは　佐賀県税事務所
　　　　　☎30－3161
又は　　　県税務課自動車税担当
　　　　　☎30－1511
まで、お問い合わせください。
※自動車税の納税証明書について
・自動車の継続検査（車検）を受けるときは、自
動車税納税証明書が必要です。
・自動車税を納税したときには、納税通知書の
右辺が「納税証明書」になりますので、車検証
と一緒に大切に保管してください。
・口座振替をご利用の方には、後日領収証書（納
税証明書）をお送りします。

歌が大好きな小学生集合
合唱団団員募集♪♪

　小城少年少女合唱団では、１年生から６年生
までの小学生の団員を募集しています。
　毎週１回複数の指導者により、様々なジャン
ルの曲に挑戦し、発表会も開催しています。
　１度練習を見に来ませんか！
●対 象 者　小学校１年生～６年生
●練習場所　小城市小城公民館
●練習時間　毎週土曜日９：３０～１１：３０
●会　　費　１，０００円／月
　　　　　　スポーツ安全協会保険加入
●発表会以外の活動
　市内の福祉施設訪問、小城町芸能祭参加、鹿児
　島県知覧町訪問など
●申込み・問合せ先
　代表　田中丸　淑子　☎72－2810
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小城市市民憲章 小城市市民憲章 
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。 

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。 

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。 

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。 

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。 

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。 

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。 

（平成１９年４月１日制定） 

（
毎
月
５
日
、
２
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日
発
行
） 
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